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Ⅰ 次の文を読み下記の問に答えなさい。

原子を構成する陽子と（a）は原子の中心付近に集中して存在していると考えられており原子の質量

の大部分を占める。これを（b）という。放射性同位体は、（b）が不安定で放射線を放出して別の（b）

に変わる。これを放射性（c）という。放射線は、波長の短い電磁波である（d）線、中性子（e）個と

陽子（f）個からなるヘリウム原子核の流れである（g）線、電子の流れである（h）線、などがある。

（ａ）～（ｊ）に当てはまる言葉を下記から選び、番号で答えよ。同じ言葉を複数回選択することも

可能である。

２０１９年度 茨城キリスト教大学入学試験問題

化学基礎（Ｂ日程）
（解答は解答用紙に記入すること）

１．電子 ２．陽子 ３．中間子 ４．中性子 ５．原子 ６．原子核

７．崩壊 ８．結合 ９．α １０．β １１．γ １２．δ

１３．ε １４．１ １５．２ １６．３
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Ⅱ 次の文を読み下記の問に答えなさい。

原子を構成する電子は、原子核を取り巻く層を形成している。これを電子殻という。電子殻のうち、

原子核に最も近いものをＫ殻と呼び、外側に向かって順にＬ殻、Ｍ殻、…と呼ぶ。それぞれの電子殻

に内側からn=１、２、３、４と数値を与える（すなわちＫ殻には１、Ｌ殻には２、Ｍ殻には３…）と、

それぞれの電子殻に入ることができる電子の数は、（ａ）n（ｂ）個となる。例えば、Ｋ殻には（ｃ）個、

Ｎ殻には（ｄ）個の電子が入ることができる。

電子殻は、いくつかの電子軌道で構成されている。上述したように電子殻に内側からn=１、２、３、

４と数値を与えると、電子軌道の数はn（ｅ）個存在している。また、各軌道には最大で（ｆ）個電子が

入ることができる。

具体的な原子でいうと、炭素原子では、（ｇ）個の電子のうち（ｈ）個がＫ殻に入り、残りの（ｉ）

個がＬ殻に入る。マグネシウム原子では、電子は、Ｋ殻に（ｊ）個、Ｌ殻に（ｋ）個、Ｍ殻に（ｌ）

個が入ることになる。また、マグネシウムは、Ｍ殻の電子を放出するとマグネシウムイオンになる。

原子から電子を取り去るには一定のエネルギーが必要である。

問１．（ａ）～（ｌ）に当てはまる数（自然数）を答えよ。

問２．マグネシウムイオンのイオン式を答えよ。

問３．原子から電子１個を取り去って１価の陽イオンとするのに必要なエネルギーをなんというか答

えよ。
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Ⅲ 次の塩①～⑧から、下の記述（ａ・ｂ）に当てはまる塩を２つずつ選び、番号を書きなさい。

①（NH４）２SO４ ②CaCl２ ③Na２CO３ ④CH３COOK

⑤KCl ⑥Na２SO４ ⑦CuSO４ ⑧KNO３

ａ 水に溶かしたとき、水溶性液が酸性を示すもの

ｂ水に溶かしたとき、水溶液が塩基性を示すもの

Ⅳ 過マンガン酸カリウムの硫酸酸性水溶液に、過酸化水素水を加えたところ、赤紫色の水溶液が無

色になった。この反応について以下の問に答えなさい。

問１．この反応によって過マンガン酸イオンが還元されて、マンガンの酸化数はいくつになるか答え

よ。

問２．この反応によって発生した気体の体積は、０℃、１atmで、２２.４Lであった。反応した過マンガ

ン酸カリウムは何molか答えよ。
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Ⅴ 次の化学反応式の係数a～ｍを求めなさい。ただし、各式の係数の比はもっとも簡単な整数の比

になるように決定し、係数が１になる場合は1と書きなさい。

①

②

③

Ⅵ 以下の問に答えなさい。原子量はＨ=１.０、Ｃ =１２.０、Ｏ =１６.０、Ｓ =３２.０として計算しなさい。

問１．スクロースC１２H２２O１１３４.２ｇを水に溶かして２００mlの溶液にしたときのモル濃度（mol/L）を答えよ。

また、その溶液１０.０mL中にスクロースは何mol含まれるか有効数字３桁で答えよ。計算式と考

え方も書くこと。

問２．質量％濃度が４９.０％の硫酸H２SO４ 水溶液がある。この水溶液の密度を１.６０g/cm３としたときの

モル濃度（mol/L）を有効数字３桁で答えよ。計算式と考え方も書くこと。

CH4O + O2 → CO2 + H2O

C4H10 + O2 → CO2 + H2O

Cu + HNO3 → Cu（NO3）2 + NO + H2O



２０１９年度 茨城キリスト教大学入学試験

化学基礎解答用紙（№１）（Ｂ日程）

小 計

受験番号 １
２

Ⅰ （ｈ）（ｇ）（ｆ）（ｅ）（ｄ）（ｃ）（ｂ）（ａ）

109151511764

Ⅱ
問１

（ｌ）（ｋ）（ｊ）（ｉ）（ｈ）（ｇ）（ｆ）（ｅ）（ｄ）（ｃ）（ｂ）（ａ）

2824262232222

問３
イオン化エネルギー

問２
Mg2+

小 計

Ⅲ

①、⑦ａ水に溶かしたとき、水溶液が酸性を示すもの

③、④ｂ水に溶かしたとき、水溶液が塩基性を示すもの

小 計

問２
0.400mol

＋2

小 計

Ⅳ
問１



２０１９年度 茨城キリスト教大学入学試験

化学基礎解答用紙（№２）（Ｂ日程）

２
２

受験番号

Ⅴ

4232①

108132②

2383
③

4

小 計

Ⅵ
問１

（計算式と考え方）

0.500mol/L（モル濃度）

（含まれるスクロース）5.00×10－3mol

問２

（計算式と考え方）

8.00mol/L（答）

小 計


